
「文化政策」を、広く捉えたい。私たちの生き方そのものにかかわる、社会づくり、国づくりの問題として――。

このように謳い、当プロジェクトは2019年12月に旗揚げしました。そして2023年3月、

を公表。以降、提⾔を携えて各地に出かけ、多くの方々と公開勉強会を重ねてまいりま

した。

並行して2024年からは、そのような広い文化政策の拠り所となる資料集の刊行をめざし、新たな共同研究に着手

しました。これらを二本柱に、プロジェクトメンバーは毎月会合し、高濃度の活動を続けています。

2026年のシリーズでは、私たちの考える「分母としての文化政策」の射程と意義をあらためてしっかりと議論

し、その輪郭を明確にしていきます。公開勉強会の計画は随時このサイトでお知らせいたしますので、奮ってご参加

ください。

全国で勉強会を企画・共催してくださる方からのご提案も、引き続きお待ちしております。

第２回 文化を広く捉え、まちづくりの土台に据える――敦賀市の実践から
◆共催　敦賀市

日時 7月30日（木）13:45～15:45　（16:00以降、現地参加者のうちご希望の方でまちあるき）
会場 敦賀駅交流施設 （福井県敦賀市鉄輪町1丁目1-19／アクセスは ）およびZoom

発話 柴田智之氏（敦賀市まちづくり観光部観光誘客課）

佐藤雅善氏（敦賀市まちづくり観光部まちづくり推進課）

コメント　小川明氏（敦賀市まちづくり観光部長）

～全体討論

司会 朝倉由希（当プロジェクトメンバー／福井県立大学地域政策学部教授）

★敦賀市では、北陸新幹線の敦賀開業を背景に、本や知を通じた学びと交流を生み出す公設民営書店「ち

えなみき」を開設しました。また、現在計画されている複合文化施設「氣比の杜」では、文化、コミュ

ニティ、防災、公園といった複数の機能を融合的に導入することが目指されています。

★現地参加でお時間のある方は、開始時間の前に、敦賀駅に隣接する書店「 」にお立ち寄りい

ただき、当日の議論の手がかりとしていただければ幸いです。

★ご出席の前に、当プロジェクトの提⾔「社会の分⼦ではなく、分⺟としての⽂化政策」をご⼀読くださ

るようお願いします（提⾔冊⼦は ）。当日の議論は、全員がお読みになっている 前提で進めさせ
ていただきます。

ご参加について　　　

参加無料・事前申込み制（募集定員 会場30名・オンライン15名／先着順／最終締切り 7⽉26⽇（日））

ご参加希望の⽅は からお申込みください。

オンライン参加の⽅には、お申込み時に登録されたメールアドレスへ前⽇にZoomミーティング情報をお送りしま
す。勉強会中はZoomのカメラ機能でお顔の⾒える状態にしていただき、会場の⽅々と同様に議論にご参加くださ
い（カメラをオンにできない場合はお申込みいただけません）。

お問い合わせ

（新しい文化政策プロジェクト事務局）

2026年公開勉強会シリーズ　　

提言「社会の分子ではな

く、分母としての文化政策」

オルパーク こちら

ちえなみき

こちら

こちらのフォーム

cp_project@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

https://orupark.jp/
https://www.google.com/maps?cid=11599628327928518547&g_mp=CiVnb29nbGUubWFwcy5wbGFjZXMudjEuUGxhY2VzLkdldFBsYWNlEAMYASAF&hl=ja&gl=JP&source=embed
https://chienamiki.jp/
https://cp.educ.kyoto-u.ac.jp/cp-pro/common/pdf/20230304_policy.pdf
https://forms.gle/SGFjnymN6bxFd1Fc9
mailto:cp_project@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

